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おことわり 
参院選で遅れていた６月議会・各委員会 

での質問を順次報告します 

６
月
議
会
・
文
教
委
員
会 

６
月
18
日 

皆
川
け
い
し
議
員
の
質
問 

先生を大切にすることは 

子どもの成長にとっても大切なこと 

 

年
度
途
中
で
も
健
康
実
態
を 

 

把
握
す
る
よ
う
に 

 

毎
年
の
定
期
健
診
で
は
、
教
職
員
６
千
人
の
う

ち
約
１
割
が
「要
観
察
」
（
下
表
参
照
）
以
上
と
診

断
さ
れ
、
即
入
院
を
必
要
と
す
る
教
職
員
も
年
々

増
え
て
い
ま
す
。
定
年
前
に
退
職
す
る
一
般
教
諭

の
割
合
は
小
学
校
８
７
・６
％
、
中
学
校
７
６
・
８
％

（
県
教
委
発
表
）で
、
精
神
的
な
原
因
や
病
気
を
理

由
に
し
た
も
の
が
多
く
、
新
学
期
に
代
わ
り
の
先

生
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
実
態
を
踏
ま
え
、
皆
川
議
員
は
教
職

員
の
健
康
実
態
や
健
康
管
理
の
と
り
く
み
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。 

 市
の
報
告 

昨
年
度
の
定
期
健
診
で
は
「勤
務
可

能
だ
が
要
観
察
」（
下
表
参
照
）
以
上
は
６
５
１

人
で
全
体
（
約
６
，
４
０
０
人
）
の
９
・５
％
。
高

脂
血
し
ょ
う
が
最
多
で
、
高
血
圧
、
肝
機
能
障

害
も
多
い
。
各
校
が
検
診
結
果
に
も
と
づ
く
保

健
指
導
、
勤
務
配
慮
を
市
教
委
に
報
告
し
、
市

教
委
か
ら
校
長
会
へ
徹
底
し
て
い
る
。 

 

報
告
を
う
け
て
皆
川
議
員
は
、
年
１
回
の
定
期

健
診
に
基
づ
い
た
事
後
措
置
の
よ
う
な
と
り
く
み

で
は
な
く
、
年
度
途
中
で
も
教
職
員
の
健
康
実
態

を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
、
勤
務
軽
減
な
ど
の
配

慮
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

教
育
基
本
法 

第
６
条
２
項  

法
律
に
定
め
る
学
校
の
教
員
は
、
全
体
の
奉
仕
者
で

あ
っ
て
、
自
己
の
使
命
を
自
覚
し
、
そ
の
職
責
の
遂
行

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
は
、
教
員

の
身
分
は
、
尊
重
さ
れ
、
そ
の
待
遇
の
適
正
が
、
期
せ

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

学校保健法施行規則が定める教職員の健康状態区分 

生
活
規
正
の
面 

Ａ （要休業） 勤務を休む必要のあるもの  
Ｂ （要軽業） 勤務に制限を加える必要のあるもの 

Ｃ （要注意） 勤務をほぼ平常におこなってよいもの  
Ｄ （健康） まったく平常の生活でよいもの  

１ （要医療） 
医師による直接の医療行為を必要と

するもの  

２ （要観察） 

医師による直接の医療行為を必要とし

ないが、定期的に医師の観察指導を

必要とするもの  

３ （健康） 
医師による直接、間接の医療行為を

まったく必要としないもの  

医
療
の
面 

市
は
、
「
多
様
化
す
る
子
ど
も
に
適
切
に
指
導

で
き
、
学
力
向
上
の
意
欲
を
も
つ
た
め
の
良
い
循
環

づ
く
り
の
た
め
、
部
会
や
職
員
会
議
な
ど
会
議
の

時
間
は
や
め
、
子
ど
も
の
問
題
解
決
に
時
間
を
か

け
る
シ
ス
テ
ム
へ
と
抜
本
的
に
変
え
て
い
き
た
い
。
そ

の
結
果
と
し
て
時
間
外
勤
務
が
減
り
、
教
職
員
も

授
業
準
備
な
ど
に
時
間
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
て

力
が
つ
く
と
考
え
る
」と
答
え
ま
し
た
。 

皆
川
議
員
は
、
「
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を

確
保
す
る
こ
と
は
賛
成
」
と
し
た
上
で
、
教
職
員
を

増
や
す
な
ど
の
条
件
整
備
も
大
切
で
は
な
い
か
と

強
調
。
県
教
委
が
文
書
報
告
を
半
分
に
減
ら
し
、

各
課
か
ら
の
報
告
を
一
元
化
し
て
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
工
程
表
を
つ
く
る
な
ど
工
夫
し
て
い
る

こ
と
を
あ
げ
、
市
教
委
の
と
り
く
み
を
質
問
。 

市
は
年
度
当
初
に
計
画
表
を
配
布
し
一
覧
表

を
作
成
し
て
報
告
書
の
た
め
の
作
業
の
集
中
を
さ

け
た
い
と
報
告
。
皆
川
議
員
は
、
「
先
生
が
大
切
に

さ
れ
る
こ
と
は
子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
も
大
切
。

教
育
基
本
法
で
も
先
生
の
身
分
、
待
遇
の
大
切
さ

が
書
か
れ
て
い
る
。
し
っ
か
り
支
え
て
ほ
し
い
」と
要

望
し
ま
し
た
。 

市
は
、
教
職
員
の
超
過
勤
務
に
つ
い
て
の
実
態

調
査
（
昨
年
度
末
の
自
己
申
告
調
査
）で
、
行
事
や

会
議
な
ど
校
長
命
令
に
も
と
づ
く
も
の
や
授
業
準

備
、
自
発
的
な
も
の
を
合
わ
せ
、
小
学
校
で
週
７

時
間
、
中
学
校
で
週
８
時
間
の
超
過
勤
務
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
と
報
告
。 

皆
川
議
員
は
、
「
教
職
員
の
超
過
勤
務
実
態
は

元
々
つ
か
み
に
く
い
。
不
登
校
の
増
加
、
校
外
や
家

庭
へ
の
訪
問
、
深
夜
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き

も
あ
る
」と
述
べ
、
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
た
超
過

勤
務
（
週
７
～
８
時
間
）
以
外
の
『
見
え
な
い
仕
事
』

の
実
態
を
つ
か
む
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

自
己
申
告
で
週
７
～
８
時
間 

そ
れ
以
外
の『
見
え
な
い
仕
事
』の
実
態
つ
か
む
必
要
あ
り 

健
康 

実
態 

超
過

勤
務 

定期健診で約1割が「要観察」 



吉和の自然を考える会ら発行 「細見谷と十方山林道」より引用 

学校における性教育の実践に対し、「やりすぎではないか」と

の声が保護者の一部などからあがっています。保護者が意見を

あげることになんら問題はありませんが、これを根拠に行政から

教育現場へ不当な介入があってはなりません。 

皆川議員は、「性情報があふれる中で子どもたちが育ってお

り、発達段階に応じた教育には新しい模索が必要とされる。一部

広
島
市
民
の
飲
み
水
に
か
か
わ
る
問
題 

市
は
建
設
中
止
申
し
入
れ
を 

 

十
方
山
林
道
（
廿
日
市
市
吉
和
西
―
二

軒
小
屋
間
、
14
・
４
㎞
）
の
拡
幅
・
舗
装
化
に

よ
る
大
規
模
林
道
建
設
計
画
に
対
し
、
地

元
や
自
然
保
護
団
体
か
ら
反
対
の
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
。
事
業
主
体
の
独
立
行
政
法

人
緑
資
源
機
構
（
川
崎
市
）は
、
「地
場
産
業

振
興
や
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
」と
し
て

い
ま
す
。 

こ
の
ル
ー
ト
が
縦
貫
す
る
細
見
谷
渓
畔

林
（
西
中
国
山
地
国
定
公
園
内
）は
、
西
中

国
山
地
で
唯
一
、
落
葉
広
葉
樹
林
（
ブ
ナ

林
）が
残
さ
れ
た
多
様
性
に
富
む
林
で
、
そ

の
規
模
は
細
見
谷
川
に
沿
っ
て
幅
１
０
０
～

２
０
０
㍍
、
長
さ
５
～
７
㎞
に
も
及
び
、
西

日
本
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
的
に
見
て
も
類
を

見
な
い
貴
重
な
林
で
す
。
自
然
保
護
団
体

や
多
く
の
学
者
が
、
第
一
級
の
保
全
対
象

と
す
べ
き
と
訴
え
、
環
境
省
が
絶
滅
危
惧
種

に
指
定
す
る
ク
マ
タ
カ
を
は
じ
め
、
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
、
カ
ワ
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
希
少
動
物
も
生

息
し
て
い
ま
す
。 

地
元
住
民
ら
で
つ
く
る
「廿
日
市
の
自
然

を
考
え
る
会
」な
ど
の
政
府
交
渉
・要
望
を

う
け
、
道
幅
は
７
メ
ー
ト
ル
か
ら
５
メ
ー
ト
ル

に
縮
小
さ
れ
ま
し
た
が
、
地
元
住
民
は
事
業

そ
の
も
の
の
中
止
を
求
め
て
い
ま
す
。 

村
上
議
員
は
、
「
太
田
川
の
源
流
域
に
あ

た
り
、
広
島
市
民
の
飲
み
水
に
か
か
わ
る
深

刻
な
問
題
」と
指
摘
し
た
上
で
、
市
と
し
て

も
建
設
中
止
を
申
し
入
れ
る
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。 

市
は
、
「地
元
自
治
体
も
早
急
な
整
備

を
望
ん
で
い
る
。
自
然
保
護
の
立
場
で
道
幅

を
縮
小
し
、
渓
畔
林
の
林
道
幅
は
拡
幅
し
な

い
と
し
て
い
る
」と
述
べ
、
計
画
中
止
を
申
し

入
れ
る
考
え
は
な
い
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。 

村
上
議
員
は
、
「こ
れ
以
上
開
発
し
た
ら

学
術
的
に
も
貴
重
と
さ
れ
る
自
然
を
破
壊

す
る
こ
と
に
な
り
、
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
」

の実践のみをとりあげて間違いだと決めつけるのは教育現場へ

の不当な介入につながりかねない」と指摘。「基本は学校の中で

の性教育のあり方についての合意にある」と述べ、教員の自主

的研修活動に対する支援を要望。市は、性教育は教育課程に

示されているもので、学習指導要領に基づき、学校、家庭、地域

の実態に応じて展開していると答えました。 

より豊かな性教育の実践には 

学校内の合意と自主的研修の援助が必要 文教委員会で皆川けいし議員が要望 

太田川の源流域 ≪細見谷渓畔林≫ 

不用な大規模林道の建設で 
貴重な自然環境を破壊しないで ６

月
議
会
・
上
下
水
道
委
員
会 

６
月
18
日 

村
上
あ
つ
子
議
員
の
質
問 

と
学
者
が
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
こ
と
を
あ

げ
、
「道
幅
を
縮
小
す
る
と
い
っ
て
も
自
然
に

手
を
つ
け
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
渓
畔

林
は
伏
流
水
、
湧
き
水
を
保
持
し
て
成
り

立
っ
て
い
る
が
、
舗
装
す
れ
ば
側
溝
が
必
要

と
な
り
、
生
態
系
を
壊
す
こ
と
は
避
け
ら
れ

な
い
」と
指
摘
し
ま
し
た
。 

現
在
、
同
建
設
計
画
の
終
点
で
あ
る
二

軒
小
屋
に
続
く
道
路
は
、
す
で
に
大
規
模

林
道
と
し
て
幅
10
㍍
、
２
車
線
に
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
が
車
が
ま
っ
た
く
通
り
ま
せ

ん
。
村
上
議
員
は
関
係
局
長
ら
に
現
地
視

察
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

二軒小屋 

大
規
模 

林
道 

細見谷 
渓畔林 


